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Ⅰ．はじめに
　今日、腎不全患者の中でも透析導入される患者は増加
の一途をたどり、2011年のわが国の透析患者は304,592
人であると報告されている（日本透析医学会）１）。透析
療法の導入によって、患者は日常生活での制限やライフ
スタイルの変更を余儀なくされるが、透析導入以前の生
活習慣から透析治療に望ましい生活習慣に変容させるこ
とは、非常に難しいといえる２）３）。透析療法は、患者に
とって一生継続していかなければならないため、看護師
には、患者自身のセルフケアに対する考えを尊重しつつ、
患者が長期にわたる健康管理、セルフケア能力を獲得
していく支援を行うという役割があると考える。本庄４）
が「セルフケア能力を高めて維持することは、長期にわ
たり健康管理を行う慢性病者にとって重要とされる」と
述べているように、透析患者においても同様である。透
析患者の看護では、患者が社会生活においても適切な療
養生活を継続できるように関わり、どのように自己管理
を認識し、意識して行っているか、さらにそれらの自己
管理の要因がどのように互いに関連しているかを把握す
ることが重要である。そこで、筆者らは、人工透析療法（血
液・腹膜透析を含む）を受けている患者の自己管理に関
する看護研究論文を分析し、看護実践への示唆を得るこ
とを目的として本研究に取り組んだ。
Ⅱ．研究方法
　医学中央雑誌web版を用いて、過去14年間（1997年か
ら2011年）に発表された文献のうち、「成人」and「人
工透析」and「自己管理」and「原著」キーワードによ
り抽出された140件をさらに①人工透析を受けている患
者の自己管理に当てはまるもの、②研究目的に対する結
果と結論が明確に述べられているもの、③看護師が行っ
たものに絞り込み13件の文献を分析の対象とした。
　分析対象とした文献を、１．雑誌の種類別件数２．
年度別件数３．研究方法別件数４．対象人数別件数
５．著者人数別件数６．調査期間別件数７．研究目的
別件数８．使用尺度別件数９．透析患者の自己管理に
影響を及ぼす要因について、内容を検討した。
Ⅲ．結果
１．雑誌の種類別件数は、学会誌が６件、研究会誌が５件、
大学紀要が２件であった。
２．年度別件数は、2008年が３件、2005年、2006年、
2011年の研究は２件、2000年、2003年、2010年、2012
年の研究は１件であった。
３．研究方法別件数は、量的研究が５件、質的研究が６件、
混合研究が２件であった。
４．対象人数別件数のうち量的研究における対象人数は
１～100人が２件、101～200人が１件、201～300人が１
件、301～1500人が１件という結果であった。質的研究
における対象人数は、１～５人が２件、６～10人が１
件、11～15人が１件、16～20人が１件、21～85人が１
件であった。混合研究の対象人数は、１～30人が１件、
31～40人が１件であった。
５．著者人数別件数は、３人の共同研究が４件、単著と
２人の共同研究が各３件、４人・５人・７人の共同研
究が各１件であった。
６．調査期間別件数は、２ヶ月未満の研究が６件と最も
多く、４～７ヶ月未満の研究が３件であった。
７．研究目的別件数は、セルフケアに影響を及ぼす要因
を明らかにするための研究が３件、セルフケアとの関
連を明らかにするための研究が２件、透析患者にそっ
た看護の方向性を明らかにするための研究が４件、透
析療法を行っている患者のライフスタイルを明らかに
するための研究が２件、透析療法を受けている患者の
心理状態を明らかにするための研究が２件であった。
８．使用尺度別件数は、セルフケア能力の下位尺度を使
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用した研究が２件、独自の尺度を使用した研究が２件、
他各１件であった。
９．透析患者の自己管理に影響を及ぼす要因については、
量的研究・質的研究をまとめて述べると、「性別、原
疾患、透析期間、心理サポートの有無、ソーシャルサ
ポートの有無、家族の働きかけ、専門職の働きかけ、
家族からのセルフケア支援、コミュニケーション能力、
家族との連携、療養生活におけるマネジメント、前向
きな気持ち、生きるための希望等々」であった。
Ⅳ．考察
　ここでは結果の中で、特に透析患者の自己管理に影響
を及ぼす要因について考察する。　
　新谷ら（表１-１）が高血圧症や糖尿病など自己管理を
要する疾患を抱えている人の方がそうでない人よりもセ
ルフケア実践への認識が有意に高かったと述べていた。
筆者らも原疾患の管理が透析患者の自己管理にも影響を
及ぼしていると推察する。
　透析時期と自己管理について、高岸は（表１-７）透析
導入時期の患者より、安定した透析生活を送っている時
期の患者は自己管理が良好であったと報告していた。こ
れは繰り返し学習することにより自己管理の行動が習得
されたのではないかと推測する。長期の透析が自己管理
に影響を及ぼしたと考えられる。さらに、高岸は（表１-
７）厳しい食事管理を続けるためには、セルフエフィカ
シーを高く持ち続けることが困難な状況を乗りきるため
に必要であると報告していた。筆者らも高いセルフエフィ
カシーは自己管理に影響を及ぼすと考える。
　竹内ら（表１-８）は自己管理と関連するものとして、
家族や専門職の働きかけを報告していた。筆者らも家族
等の協力者がいることで自己管理行動が維持されると考
える。
　森田は（表１-９）透析患者の気持ちは「私らしさ」を
維持するために感覚的経験とともに常に変化していると
いう特徴があると報告していた。また、四十竹ら（表
１-12）は透析患者の心理状態は希望で支えられていると
述べていた。これらの論文から「自己管理」に影響する
ものや関係するものについて知見を得た。筆者らはこれ
らを参考に、透析患者の気持ちの変化により添い、自己
管理を支援する看護を実践したいと考える。
Ⅴ．結論
　13編の看護研究論文を分析した結果、以下の結論を得
た。
１）透析患者の自己管理に影響を及ぼす要因は、性別・
原疾患・透析期間・セルフエフィカシー・ソーシャル
サポートであった。
２）透析患者の自己管理と関連することは、家族や専門
職からの働きかけ・発達段階であった。
３）透析患者は、透析継続のために行動に対する意味づ
けを行い、行動の獲得を行っていた。
４）透析患者は、自分の心理状態の変化を感じながらも、
治療を受容し、自己管理行動を行っていた。
５）以上のことから、透析患者における自己管理への看
護支援として、筆者らは個々の背景や自己管理に対す
る認識を把握し、透析を継続していけるように、正し
い知識やサービスを提供し、見守りながら関わり続け
ていくことが必要であるとの結論を得た。
Ⅵ．おわりに
　本研究から、透析患者の自己管理に関する看護研究の
傾向が明らかになった。しかし、自己管理について全て
網羅できたかということに関しては評価することは難し
い。また、主観的判断が含まれていることは否定できない。
今後、各論文の研究結果を活用した看護実践を行いなが
ら透析患者の自己管理に関する研究を継続していきたい
と考える。
　尚、本報告は平成24年度に提出した関西福祉大学卒業
研究論文の一部である。
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